
「
技
能
実
習
」
に
代
わ
る
「
育
成
就
労
」

創
設
や
永
住
許
可
の
適
正
化
を
柱
と
す
る

出
入
国
管
理
・
難
民
認
定
法
と
技
能
実
習

適
正
化
法
の
改
正
案
が
、
４
月
１
６
日
の

衆
院
本
会
議
で
審
議
入
り
し
ま
し
た
。

実
態
と
し
て
労
働
力
確
保
に
利
用
さ
れ
、

国
際
社
会
か
ら
人
道
的
な
避
難
も
あ
っ
た

技
能
実
習
制
度
を
廃
止
し
、
外
国
人
材
の

「
確
保
と
育
成
」
を
目
的
と
す
る
実
態
に

即
し
た
制
度
に
転
換
。
今
国
会
の
重
要
範

囲
議
案
の
ひ
と
つ
で
、
審
議
の
節
目
に
岸

田
首
相
が
「
政
府
見
解
を
説
明
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
国
会
で
法
案
が
成
立
す
れ
ば
公
布
後

３
年
以
内
の
施
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
新

制
度
は
２
０
２
７
年
の
運
用
開
始
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
原
則
で
き
な
か
っ
た

別
の
企
業
に
移
る
「
転
籍
」
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
技
能
と
日
本
語
能
力
が
あ
れ
ば
同

じ
分
野
に
か
ぎ
り
認
め
る
と
し
た
う
え
で
、

最
初
の
受
入
れ
先
で
働
く
期
間
を
職
種
ご

と
に
１
年
か
ら
２
年
の
範
囲
で
定
め
ら
れ

る
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

小
泉
法
相
の
答
弁
で
も
「
転
籍
に
つ
い

て
民
間
職
業
紹
介
事
業
者
を
関
与
さ
せ
な

い
と
し
た
狙
い
は
」
と
の
質
問
に
、
「
制

度
の
目
的
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
な
人
材

の
過
度
な
引
き
抜
き
が
生
じ
な
い
よ
う
、

当
分
の
間
、
民
間
事
業
者
の
関
与
は
認
め

な
い
」
と
説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
「
育
成
就
労
制
度
へ
の
急

激
な
変
化
が
技
能
実
習
生
と
し
て
在
留
し

て
い
る
外
国
人
や
受
入
企
業
・
関
係
者
に

不
利
益
や
悪
影
響
を
与
え
な
い
か
」
と
の

問
い
に
、
小
泉
法
相
は
「
現
制
度
を
利
用

し
て
い
る
関
係
者
に
不
利
益
が
生
じ
な
い

よ
う
、
十
分
な
移
行
期
間
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
育
成
就
労
制
度
の
施
行
後
も
一

定
の
期
間
は
技
能
実
習
を
認
め
て
い
る
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

２
２
日
以
降
、
衆
院
法
務
委
員
会
に
場

所
を
移
し
て
本
格
審
議
を
始
め
ま
し
た
。

受
入
れ
職
種
等
、
課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。
法
案
成
立
後
も
現
場
の
意
見
を
政
府

に
届
け
て
い
き
ま
す
。

須
藤

康
則

求
人
情
報
会
社
が
４
月
１
７
日
発
表
し

た
３
月
の
派
遣
平
均
時
給
（
三
大
都
市
圏
・

募
集
時
）
は
、
１
６
９
６
円
と
な
り
、
前

月
比
プ
ラ
ス
に
転
じ
、
前
年
同
月
比
は
、

１
９
ケ
月
連
続
の
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
過
去

最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

地
域
別
で
は
、
関
東
が
１
７
８
６
円
、

東
海
が
１
４
７
６
円
、
関
西
が
１
４
９
０

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

特
定
技
能
等
の
外
国
人
労
働
者
１
０
名

が
働
い
て
い
る
福
岡
県
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
で
は
、
施
設
で
働
い
て
い
る
外
国

人
の
ほ
と
ん
ど
が
、
母
国
の
家
族
に
仕
送

り
を
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
円
安
が
進

み
、
仕
送
り
に
深
刻
な
影
響
が
で
て
お
り

ま
す
。
「
先
が
見
え
な
い
」
と
の
理
由
で

帰
っ
て
、
カ
ナ
ダ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
行
っ

た
知
人
も
増
え
て
る
と
の
こ
と
で
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
送
出
し
機
関
の
日
本
語

先
生
か
ら
の
お
話
で
す
。

以
前
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
現
在
、
日
本

語
学
習
ブ
ー
ム
と
い
う
話
題
を
書
か
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
熱
心
に
学
習
し
て

来
日
し
て
く
る
実
習
生
も
沢
山
お
り
ま
す
。

そ
ん
な
実
習
生
か
ら
の
相
談
で
多
い
の

が
「
い
い
よ
」
ト
ラ
ブ
ル
で
す
。

①
相
手
に
許
可
を
与
え
る
「
い
い
よ
」

・
い
い
で
す
よ
・
Ｏ
Ｋ

②
相
手
に
許
可
を
与
え
な
い
「
い
い
よ
」

・
こ
れ
ば
や
ら
な
く
て
い
い
よ
・
ダ
メ

③
相
手
を
褒
め
る
「
い
い
よ
」

・
い
い
で
す
ね
！
・
す
ご
い
で
す
ね

④
相
手
に
渋
々
許
可
を
与
え
る
「
い
い
よ
」

や
り
た
け
れ
ば
い
い
よ

実
習
生
か
ら
の
相
談
で
多
い
の
が
「
い

い
よ
」
と
言
わ
れ
た
の
で
残
業
を
し
た
ら

日
本
人
の
先
輩
に
怒
ら
れ
た
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

に
限
ら
ず
、
外
国
人
の
方
は
、
「
い
い
よ
」

は
「
許
可
を
も
ら
っ
た
」
と
理
解
す
る
発

音
と
意
味
の
よ
う
で
す
。
比
較
的
簡
単
で

あ
る
は
ず
の
日
本
語
が
誤
解
を
招
き
ま
す
。

互
い
に
す
ぐ
に
改
善
す
る
の
は
難
し
い

で
す
が
、
我
々
も
ま
ず
は
日
本
語
の
複
雑

さ
を
改
め
て
理
解
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

弊
組
合
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
、
並
び
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
及
び

社
員
の
健
康
維
持
（
熱
中
症
リ
ス
ク
の
軽

減
）
の
一
環
と
し
て
「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

実
施
期
間

５
月
１
日
～
９
月
３
０
日

社
員
一
同
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
不
快

感
を
与
え
な
い
対
応
を
心
が
け
て
参
り
ま

す
の
で
、
ご
理
解
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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東
日
本
経
友
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通
信

技
能
実
習
適
正
化
法
の
改
正
案
が
審
議
入
り

「
い
い
よ
」の
指
示
は
要
注
意

派
遣
時
給
１
６
９
６
円
、過
去
最
高

円
安
加
速
、外
国
人
労
働
者
に
大
き
な
影
響

「
ク
ー
ル
ビ
ズ
」実
施
い
た
し
ま
す


